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Ａ．研究目的
　飯田保健所管内の地域の健康状況を基礎とした健康づ
くりの方向性を検討するため、死亡状況に基づいて地域
特性を検討した。また、生活習慣病の死亡頻度と関連が
指摘されている、食生活及び喫煙などの生活習慣の地域
特性も検討し、死亡特性との関連について検討を試み
た。

Ｂ．方法
①死亡状況の把握
　飯田保健所管内における死亡特性の検討には、人口動
態統計特殊報告（人口動態保健所・市町村別統計）に掲
載されている平成⚕年－平成⚙年、平成⚑⚐年－平成⚑⚔
年、平成⚑⚕年－平成⚑⚙年の三時点の標準化死亡比（ＳＭ
Ｒ）を用いた。
②関連要因についての検討
　生活習慣病には、食生活や生活習慣の影響が大きいこ
とが分かっている。しかし、これらに関する十分な規模
の調査は、管内では行われていない。
　そこで、今回の検討では、県民健康・栄養調査資料を
基礎資料とした。今回用いた資料は、平成⚑⚓年度、平成
⚑⚖年度、及び平成⚑⚙年度の県民健康・栄養調査資料の中
で、飯田保健所管内対象者の結果である。検討資料に含
まれる飯田管内の調査対象者数は、平成⚑⚓年度⚗⚐人、平
成⚑⚖年度⚙⚓人、平成⚑⚙年度⚑⚖⚕人であった。管内の栄養
素摂取量の年次間の比較の検討には、⚙⚕％信頼区間を用
いた。
　また、摂取栄養素量については、年次間の国民の生活
習慣の変化を考慮して、同じ年に実施された国民健康・
栄養調査資料との比（栄養素摂取量比）による比較を
行った。

Ｃ．結果
①疾患別標準化死亡比の推移

　図⚑に、平成⚕年から平成⚑⚙年までの飯田保健所管内
の急性心筋梗塞についての標準化死亡比の推移を示し
た。
　男性についてみると、検討した三時期で、SMRは悪
化していることが分かった。平成⚕年から平成⚙年では
⚘⚐と国に比べて低かったが、平成⚑⚐年から平成⚑⚔年で
⚑⚐⚓．⚕、平成⚑⚕年から平成⚑⚙年度で⚑⚑⚔．⚓と増加してい
た。女性では、必ずしも一様の傾向は認められなかっ
た。
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た。

図⚑　急性心筋梗塞標準化死亡比の推移

図⚒　栄養素等摂取量比の推移
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②関連要因の検討
　図⚒に国を⚑⚐⚐とした飯田保健所管内の栄養素摂取量
比の推移を示した。国に比較した管内の、脂質の摂取量
比は減少傾向であったが、動物性脂質摂取量比は平成⚑⚖

年度から平成⚑⚙年度の間で増加していることが示唆され
た。
　図⚓に飯田保健所管内の動物性脂肪摂取量の推移を示
した。平成⚑⚖年度調査から平成⚑⚙年度調査の間で有意に
増加していることが分かった。
　図⚔に食品群別摂取量の推移を示した。
肉類の摂取量が平成⚑⚓年から平成⚑⚖年の間で増加してい
ることがうかがわれた。
　図⚕に平成⚑⚙年度の県民健康・栄養調査による飯田保
健所管内と国の喫煙率を示した。喫煙率は男性⚔⚒．⚖％で
あり、国と比較して高いことがうかがわれた。
　図⚖に運動習慣について、国との比較を示した。男性
は⚕⚓．⚑％で国に比べて高かったが、女性は⚑⚗．⚓％で国と
比較して低いことがうかがわれた。
Ｄ．考察
　飯田保健所管内では、急性心筋梗塞発症の要因と知ら
れている動物性脂質の摂取量増加が示され、急性心筋梗
塞の標準化死亡比（SMR）増加との関連がうかがわれ
た。
　また、今回の検討では、栄養、生活習慣等関係の資料
が小規模のものしか得られなかった。そのため、資料の
安定性に不安がある。そこで、平成⚑⚗年に飯田・下伊那
地域の女性⚑，⚑⚕⚕人を対象として行った「食と健康に関
するアンケート調査」の結果と厚生労働省研究班が行っ
た大規模コホート研究資料を用いて、今回得られた管内
の生活習慣の特徴と同じ傾向が得られるかどうかを検討
した。図⚗から摂取頻度の高さが示唆される油脂類につ
いて、「食と健康に関するアンケート」の結果とは矛盾
するものではなく、ある程度妥当性があるのではないか
と考えた。
　今回検討した生活習慣などの特徴は、従来急性心筋梗
塞発症の関連要因として知られているものである。
　今回の結果を参考にし、今後地域で急性心筋梗塞によ
る死亡の減少に向けて、早急に健康づくり活動を展開す
る必要があると痛感した。

図⚓　動物性脂質摂取量の推移

図⚔　食品群別摂取量の推移

図⚕　喫煙率

図⚖　運動習慣のある者の割合

図⚗　食品郡別摂取量比の推移
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